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　第11回「冬の笑楽校」（共催:北秋地区生涯学習
奨励員）が1月6日、市民ふれあいプラザで行われ、
北秋田市と上小阿仁村の小学生31名が参加しまし
た。
　この日は、美術「パステルアート」や保健「タッ
ピングタッチ」、木育「秋田杉のコースター作り」
のほか、社会では市消防署員に学ぶ冬山での遭難救
出訓練を体験しました。児童たちは、緊迫した雰囲
気の中でビーコンやゾンデ棒を使い登山者の人形が

埋まった所を探し協力して雪を掘り起こすなど、人
命救助に関わる仕事の大切さを学びました。

　県北地区青少年育成運動活性化研修会が12月12
日に開催され、市町村市民会議の活動発表や講演の
ほか、子ども伝承芸能発表として福田獅子舞を披露
しました。
　「子どもたちの今を生きる大人の役割～子どもの
元気・地域の元気～」と題した講演では、講師の高
橋秀一さんから「子どもは人のことや地域に関わる
大人を見ることで、自尊心と肯定感が生まれ、子ど
もの元気に繋がる。子どもの目線に立ち、見つめる・

見守る・見届けることが大事」と話があり、子ども
を地域社会で育む大切さを学びました。

　令和2年10月31日まで開催していた第１回国指
定史跡伊勢堂岱遺跡いせどうくんフォトコンテスト
の表彰式が12月13日に行われました。最優秀賞は
九嶋莉那さん、優秀賞は本間志保さん、保坂洋子さん、
櫻庭芳枝さん、藤原好生さん、島田真さんの作品が
選ばれました。表彰式では、伊勢堂岱縄文館の中嶋
俊彦館長から賞品を贈呈しました。
　受賞作品は縄文館内のモニターで鑑賞することが
できます。（※冬期間、遺跡は閉鎖されますが、縄

文館は開館しています）

笑って、驚いて、学んで！わくわくを体験
～冬の笑楽校（しょうがっこう）2021～

伊勢堂岱遺跡の魅力あふれる６作品が受賞
～第１回国指定史跡伊勢堂岱遺跡いせどうくんフォトコンテスト表彰式～

子どもの元気・地域の元気！
～県北地区青少年育成運動活性化研修会～

▲雪に埋もれた遭難者（人形）を救助する児童たち

▲福田獅子舞保存会による子ども伝承芸能発表

▲表彰式に参加した受賞者の皆さん
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